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７
月
１
日
、
県
市
社
明
推
進
委
員
会
の
各
団
体
が
集
結
し
、
第

75

回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
JR

和
歌
山
駅
頭
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
も
き
い
ち
ゃ
ん
と
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
君
、
わ
か
ピ
ー

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

平
年
よ
り
異
例
な
早
さ
で
６
月
中
に
梅
雨
が
明
け
、
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
連
日
発
表
さ
れ
る
中
、
広
報
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方
た
ち
は

暑
さ
に
負
け
ず
「
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
安
心
・
安
全
な
社
会
に
！
」
と
思
い
を
一
つ
に

し
て
無
事
に
通
勤
、
通
学
の
方
々
に
広
報
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 
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テレビ和歌山訪問 

 社明広報活動準備・社明横断幕設置など 

 メッセージ伝達式 

更生保護団体連絡協議会 

社明推進委員会 

広報活動終了後、地下の中央舞台では、海野佳広犯罪予防活動部会長の司

会進行で内閣総理大臣からのメッセージ伝達式が行われました。 

今年も和歌山のおばちゃんこと桂 枝曾丸・社明大使は、こどもたちの

コミュニケーション不足が心配で、夏休みの宿題に一日「ありがとう」を

言った数を記録することを提案し、あいさつすることの大切さを知っても

らいたい。また「一期一会」を「一語一会」にして語り合う時間を多く作

り、励まし合っていきたいと和歌山から「社会を明るくする運動」を発信

していきたいとお話しされていました。 

 

 

 

ている、 

 汀公園横断幕設置 

6 月 17 日テレビ和歌山へ「社会を明るくする運動」

広報活動への協力の依頼に行きました。 

 和歌山保護観察所別木所長、後藤課長と共にニュース

キャスターに社明のシンボルである黄色い羽根を付け

ていただくことをお願いしました。 

 社明強調月間である７月中、広報活動への協力を快諾

して下さり、更生保護に対するご理解に感謝致します。 

 

7 月の社会を明るくする運動の強調月間に

向け、犯罪予防活動部の役員や部員の皆さん

は大忙しです。さまざまな会議・協議会を経

て、広報グッズの仕入れ、仕分けや JR 和歌山

駅頭の広報活動の準備、社明横断幕設置・撤

去、またテレ和歌訪問など盛りだくさんです。

また強調月間が過ぎても、社明作文第一次審

査など続きます。 

今年は特に暑い中お疲れさまです。 
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各支部社明広報活動 

東支部 

西支部 

7 月の社明強調月間に各支部が猛暑の中、犯罪や非行を犯した人たちが孤
立することなく立ち直り、更生について理解をしてもらおうと、広報活動を
行いました。また各学校へ学校担当保護司が、社明作文を書いてもらうよう
依頼しに例年活動しています。各４支部の犯罪予防活動部部長に活動報告を
していただきました。 

 第 75 回社会を明るくする運動が、7 月 1 日

に JR 和歌山駅頭で盛大に行われました。検事

正を初め、桂枝曾丸大使、和歌山観察所所長、

県・市の関係、和歌山刑務所、警察の方、更生

保護女性会、保護司、その他各種団体、また、

きいちゃん、わかピー、ダメゼッタイ君などの

キャラクター達も集まり総勢 200 名近くの協

力を頂き、通勤・通学の人々に啓発物を渡し、

大勢の人々に広報が出来たのではないかと思

います。 

 「Time with Hope 進む希望とともに」のキャ

ッチフレーズのもと、時間がかかっても、優し

い気持ちで見守ることを大事に、これからもこ

の運動に力をいれなくてはならないと思いま

す。 

最後に皆さまご協力ありがとうございます。 

        西支部 海野 佳広 

 岡崎駅 

 宮前駅 力侍神社 

 中之島地区地域推進委員会 和歌山市駅前街頭広報 

 新南小学校夏祭り 

ミニ集会 

 犯罪や非行を犯した人たちの立ち直りを支える地域の力を発揮すべく和歌山保護司会においても、JR 和歌山
駅前で啓発活動が行われました。 
 また私の地域でも、地域の人に対して「更生保護とは」と題してお話をさせていただいたり、地域夏祭りの際
には啓発物の配付活動を行いました。 
 こうした広域的な活動、また地道な地域活動を通して子どもから大人までいろんな世代の人たちの理解が大 
切だと思っています。 
今後ともよろしくお願い致します。 

                                        東支部 西中 康浩 

エバーグリーン宮街道店  伊太祁曾神社 
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南支部 

北支部 

 今年度の南支部社明広報活動場所は紀三井寺の七夕
祭りでした。境内入り口には願い事の短冊を付けた数本
の笹が飾られ参道の土産店の方たちも楽し気に話され
ている中での活動でした。参拝に訪れる人が少ないので
はないかと心配をしましたが家族連れや若者が参拝や
笹の奉納に来られ、日暮れまで時間がある暑い中で 18
名の保護司が参拝客の熱気にふれ精一杯頑張り、配布物
も完配し充実した活動となりました。 
笹を持った子どもが嬉しそうに両親に話しかけ、それ
に答える両親も笑顔で応じている様子を見て非行や犯
罪に程遠い光景に出会え、こちらも嬉しくなり、このよ
うな親子関係がこれから先も続くようにと願いました。 
             南支部 大畑 千賀子 

 

 

松江小学校 

 明和中学校 宇須井原神社 矢の宮神社 

オークワパームシティ店 

貴志地区ミニ集会 

今年も北支部では、社会を明るくする

運動の広報活動として、和歌山駅前やオ

ークワパームシティ店では更生保護女性

会の方々と行いました。 

今年のミニ集会は貴志地区で開催しま

した。北支部ではミニ集会は、各地区で

順番に行うことになっています。地区の

保護司と会場や内容など話し合って決め

ます。会場は連絡所となり、連絡所長、

連合自治会長に社会を明るくする運動の

内容など説明を行い、賛同をいただきま

した。講話は企画調整課長にお願いしま

した。当日は社会福祉協議会、貴志地区

小中学校長、民生児童委員、自治会など

多くの方々に参加いただき、盛大に終え

ることができました。 

         北支部 下岡 一夫 
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氏名 支部 委嘱年月日 従事年数 

柑本 敏和 東支部 平成 27 年 3 月 12 日 10 年 

乾  吉晴 東支部 平成 7 年 6 月 13 日 30 年 

坂本 記美子 東支部 平成 23 年 6 月 13 日 14 年 

玉井 良弘 東支部 平成 17 年 6 月 13 日  20 年 

岡本 都 西支部 平成 27 年 11 月 16 日 9 年 6 ヶ月 

中村 陽一 北支部 平成 25 年 6 月 13 日 12 年 

   

   

退任保護司 

新任保護司 令和７年３月、6 月に委嘱された皆様です。これからよろしくお願いいたします。 

 

令和７年３月、５月、6 月に退任された皆様です。

長い間お疲れ様でした。 

 

藤範 登志美 

東支部 

犯罪予防活動部 

 

山本 光弘 

東支部 

協力組織部 

 

吉冨 秀明 

南支部 

総務部 

 

阪口 雅則 

南支部 

研修部 

 

中川 政彦 

東支部 

総務部 

 

木戸 正範 

東支部 

総務部 

 

誰
も
が
好
ん
で
犯
罪
に
身
を
染

め
た
訳
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
各

人
の
生
き
様
に
接
し
な
が
ら
良
き

社
会
人
と
し
て
共
に
成
長
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

 

社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
少
し
で

も
地
域
社
会
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

保
護
司
を
委
嘱
し
て
い
た
だ
き
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
中
学

校
の
校
長
と
し
て
の
経
験
を
生
か

し
、
寄
り
添
い
支
え
地
域
の
安
心
と

再
出
発
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
誠
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

平
成

24

年
６
月
「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和

歌
山
」
を
和
歌
山
市
八
番
丁
館
３
階
に
開
所
し
ま
し
た
。

13

年
後
、
令
和
７
年
１
月
に
建
物
の
耐
震
等
の
問
題
で

現
在
の
和
歌
山
市
新
生
町
２
の

12

新
南
交
流
館
２
階
へ

と
移
転
し
ま
し
た
。
元
保
育
園
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
明

る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
の
な
か

13

名
の
企
画
調
整
保
護

司
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
駐
在
し
て
い
ま
す
。 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
保
護
司
会
活
動
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
は
た
し
て
お
り
、
毎
月
の
運
営
委
員
会
、
各

支
部
の
事
務
連
絡
会
議
、
役
員
会
、
部
会
等
の
会
議
、
広

報
誌
の
作
成
、
更
生
保
護
団
体
と
の
交
流
、
関
係
省
庁
と

の
連
携
ま
た
は
、
対
象
者
と
の
面
談
場
所
の
提
供
と
、
多

岐
に
わ
た
り
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

企
画
調
整
保
護
司
は
東
西
南
北
の
各
支
部
か
ら
支
部

長
を
含
む
３
名
と
、
専
任
事
務
員
１
名
で
形
成
さ
れ
て
お

り
部
会
、
役
員
会
で
立
案
・
実
施
計
画
し
た
も
の
を
側
面

援
助
（
ポ
ス
タ
ー
制
作
・
資
料
作
成
・
雑
務
的
業
務
）
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
単
独
の
活
動
に
は
「
新
任
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
「
俳
句
教
室
」
が
あ
り
ま
す
。 

新
任
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
～
い 

 

新
任
保
護
司
の
育
成
を
計
画
的
・
組
織
的
に
取
り
組

み
、
新
任
保
護
司
の
孤
立
化
に
よ
る
早
期
自
主
退
任
や
、

い
つ
ま
で
も
対
象
者
を
持
て
な
い
名
前
だ
け
の
保
護
司

を
無
く
す
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
企
画
調
整
保
護
司

と
新
任
保
護
司
が
交
流
の
場
を
持
つ
こ
と
で
、
企
画
調
整

保
護
司
を
通
し
て
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
」
を

「
個
々
の
保
護
司
が
行
う
処
遇
活
動
へ
の
支
援
を
し
て

く
れ
る
心
強
い
と
こ
ろ
」 

「
身
近
な
頼
れ
る
と
こ
ろ
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
頂

き
、
そ
の
結
果
と
し
て
和
歌
山
保
護
司
会
へ
の
帰
属
意
識

を
高
め
る
こ
と
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
あ
り

ま
す
。 

俳
句
教
室 

 

更
生
保
護
関
係
者
が
参
加 

     

以
上
、
和
歌
山
保
護
司
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

    

 

こ
の
度
、
委
嘱
状
を
頂
き
、
そ

の
責
務
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後
は
経
験

を
重
ね
て
、
少
し
で
も
先
輩
保
護

司
の
皆
さ
ん
に
近
づ
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

微
力
な
が
ら
も
、
保
護
司
会
及

び
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
で
き
る

よ
う
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
、
御

鞭
撻
を
糧
と
し
、
誠
心
誠
意
、
職

務
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。 

毎月開催される運営委員会 

対
象
で
、
句
作
を
通
じ
て
普

段
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い

る
事
象
に
気
を
留
め
た
り
、

自
身
を
見
つ
め
な
お
し
保
護

司
の
目
を
養
う
機
会
に
な
れ

ば
と
始
ま
り
ま
し
た
。 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

（
日
本
更
生
保
護
協
会
発
行

「
更
生
保
護
」
誌
に
作
品
掲

載
あ
り
） 
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俳 句 教 室 作 品 

 新任・OB・OG の皆さん 

日時：毎月第３水曜日 １０時～ 

対象：更生保護関係者 

 

 

今年の社会を明るくする運動のキャッチフレーズは
「Time with Hope－進む、希望とともに。」 
がんばれるのは、どんなときだろう。 
踏ん張れるのは、どんなときだろう。 
自分を認めてくれるひと言。 
肩をたたく手の温かさ。 
遠くから見守るそのまなざし。 
待っている人の存在に気づいたとき、 
立ち直れると信じられる。 
たとえ時間がかかっても。 
Time with Hope 
進む、希望とともに。（法務省ホームページより） 
上のポスターの文章をじっくり読むとツボにはまって
涙があふれた。 
犯罪や非行を行った人に限らず、私たちの身近な人た
ち、自分自身も含めて、お互いが手を差しのべ合うこ
とのできる優しい環境を作っていけたら。心のゆとり
が必要だ。 
                      S.S. 
 

 
 

４
者
合
同
研
修
会
・
懇
親
会 

日
時 

 
令
和
７
年
10
月
3
日
（
金
）
15
時
～ 

場
所 

 

紀
三
井
寺
は
や
し 

テ
ー
マ 

「
今
が
幸
せ
な
ら
過
去
は
変
え
ら
れ
る
」 

懇
親
会 

17
時
～ 

・
詳
細
は
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い 

 

第
２
期
地
域
別
定
例
研
修 

北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

東
支
部 

令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分
～ 

場
所
：
河
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

令
和
７
年
9
月
8
日
（
月
）
14
時
～ 

場
所
：
紀
三
井
寺
は
や
し 

令
和
７
年
11
月
21
日
（
金
）
15
時
30
分
～ 

場
所
：
合
同
庁
舎
研
修
会
議
室
６
階 

 

令
和
７
年
9
月
19
日
（
金
）
14
時
～ 

場
所
：
合
同
庁
舎
共
用
会
議
室
５
階 

 

 

・
詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い 

・
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
が
つ
か
ず

出
席
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
支
部
長

に
申
し
出
て
他
支
部
の
地
域
別
研
修
に

参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

令
和
７
年
度
和
歌
山
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式 

 

日
時 

 

令
和
７
年
11
月
５
日
（
水
） 

場
所 

 

和
歌
山
城
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
） 

 

・
詳
細
は
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い 

 

大
旱
や
閼
伽
井
に
掛
か
る
禁
止
札 

 
 
 

森 

幸
子 

ゲ
ー
ト
前
日
傘
の
列
の
牛
歩
か
な 
 
 
 

淺
川 

美
香 

プ
ラ
ン
タ
ー
の
ト
マ
ト
色
よ
く
育
ち
け
り 

乾 

三
千
代 

 

七
月
や
社
明
T
シ
ヤ
ツ
よ
く
似
合
ふ 

 
 

 
 

大
竹 

有
美 

草
を
取
る
ネ
ツ
ク
ク
ー
ラ
ー
助
っ
人
に 

 

乙
井 

八
重
子 

村
総
出
子
ど
も
神
輿
は
段
ボ
ー
ル 

 
 
 

小
西 

健
之 

黒
揚
羽
叔
母
の
棺
に
ま
と
ひ
つ
く 

 
 
 

坂
本 

記
美
子 

 

弟
を
泣
か
せ
て
終
る
水
鉄
砲 

 
 
 
 
 

坂
本 

漸 

暑
と
地
震
と
地
球
ふ
き
げ
ん
警
鐘
だ 

 
 

杉
谷 

睦
生 

風
鈴
の
気
付
け
ば
鳴
り
て
一
周
忌 

 
 
 

得
津 

壽
美
代 

熱
中
症
見
舞
ふ
叔
母
の
元
気
は
口 

 
 
 

中
村 

咲
子 

 
 
 
 
 
 

選
者 

 

「
森 

幸
子
」 


